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小 56 特別活動 宿泊学習 オクリンクプラス

授
業
内
容

宿泊学習の準備をしよう 共有コード

pb01JHPRC2C7XPYG4TPDEJEPW72N

準備：
・共有コードを使用してカードを取得する。【①ここが楽しみ】のカードに宿泊学習先の地図や園内
図などを挿入し、ピン集計用の画像にする。他のカードも必要に応じて編集する。
・準備したカードをつなげて子供たちのマイボードに送信する。（みんなに＞みんな＞[送信先を選
択]＞ここに送る）
・みんなのボードとして、①ここが楽しみ②持ち物クイズ③気持ちメーター④楽しみなこと を準備する。
授業の流れ：
1. しおり等で、当日の流れや持ち物、注意点について確認する。
2. 各自①ここが楽しみカードを開き、楽しみにしている場所にピンを置き、同名のみんなのボード

に送る。先生がピン集計をし共有する。子供が、いくつかの場所について具体的にどのようなこ
とが楽しみか発表する。

3. 各自②持ち物クイズカードを開き、取り組む。同名のみんなのボードに送る。先生が選択肢集
計をし共有する。先生から持ち物についての説明を聞く。

4. 各自③気持ちメーターカードを開き、該当する箇所にピンをひとつ置く。同名のみんなのボード
に送る。先生がピン集計をし共有する。クラスの仲間が宿泊体験に対して様々な気持ちで臨
んでいることを確認する。

5. 各自④楽しみなことのカードをひらき、入力する。同名のみんなのボードに送る。先生がキー
ワード集計をし、共有する。様々な「楽しみなこと」を確認する。

6. 不安を持っている人もいる現状をふまえ、クラス全体で助け合ったり思いやりを持ったりすること
で宿泊学習をより良いものにすることを確認する。

ICT利活用のポイント
さまざまな集計機能で、クラスの仲間の気持ちは同じであったり違っていたりすることが確認できます。設定によって
名前を非表示にすることもできます。

おすすめポイント
宿泊学習に対して楽しみな子供もいれば、中には不安な気持ちを持つ子供もいることを知り、人によってものごと
の捉え方は様々であることを理解します。思いやりを持って集団行動をしようという気持ちを醸成します。
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